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昭和三十年度事業報告
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毎年増加 Lてゆく利用者数・. . 

(戦前最高)

〈本館・市内三分館集計)

京都府立図書館
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一

、

概

況

昭
和
三
十
年
度
の
当
館
利
用
者
数
は
さ
ら
に
増
加
し
、
新
記
録
を
作
っ

た
l

ぺ
特
に
冊
崎
本
舗
で
減
、
}
ニ
川
四
月
以
外
凶
器
明
vm渇
沼
南
汎
畠
利
明
書
の

行
費
以
t
i
o
勺
最
ふ
は
な
、
は
だ
ん
い
い
時
は
開
館
掛
か
ら
Rm
即
位
琳
行
列
耕
一

え
容
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

ζ

命

よ

う

な

利

且

警

の

嘉

吉

し

毒

d

在
@
本
館
舎
は
建
築
以
来
す
で
粧
半
世
紀
に
品
単
挟
臨
訴
。
帯
朽
が
亨
芳
一

品
し
い
。
事
た
め
昭
和
三
市
一
年
三
月
言
、
京
艶
季
名
誉
嚢
一
一

新
村
出
、
京
都
博
物
館
長
神
田
香
一
郎
な
ど
人
民
に
よ

q
f川
京
都
侍
立
~

図
書
館
本
館
前
世
新
築
・
移
転
に
持
す
る
請
願
書
一
前
約
二
耳
丑
幸
人
の
賛
成
、
ニ
一

署
名
簿
を
添
鴨
川
が
京
都
府
会
に
提
出
さ
れ
、
仏
支
教
委
員
会
柄
、
慎
重
審
議
'

の
結
果
本
会
議
に
お
い
℃
請
顕
愈
趣
旨
を
了
L
r
U
て
採
抗
毒
腕
た
。
新
払

い
構
想
に
た
つ
字
ぐ
れ
た
図
書
載
の
実
現
は
多
巌
府
民
の
待
望
す
る
と

t
f

ろ
キ
あ
る
が
九
そ
の
方
向
に
一
歩
を
印
し
た
も
の
と
い
ゑ
ょ
う
。
寸

rv川一

帯
内
分
館
バ
地
方
分
館
i

貸
酢
文
庫
も
そ
れ
・
ぞ
れ
成
績
を
あ
げ
、
冊
肉
離

補
窃
金
に
よ
一
点
寸
青
年
学
級
文
嘩
」
が
購
入
さ
、
ね
た
。
一
一
正
法

こ
な
館
内
剤
知
者
(
本
館
お
一
一
よ
ぴ
市
内
三
分
撞
〉
号
、
一

本
館
お
よ
が
車
内
三
分
館
に
お
け
る
本
年
度
館
内
利
用
者
総
数
は

υミト

十
実
万
人
疋
昨
年
度
よ
り
四
・
-
苔
パ
!
セ
ン
北
増
加
し
て
い
る
。
一
日
平

均
蒋
用
者
数
ば
千
三
百
人
に
近
い
い
。

7
「

一
年
十
一
日
小
・
度
一
一
利
用
者
総
数
(
人
)
一
日
平
均
(
人
)

一
一
一
昭
和
十
一
季
居
(
戦
前
最
高
)
ム
一
一
一
九
、
二
均
一
三
九
O

一
昭
和
一
リ
ミ
ヘ
十
七
年
度
〕
三
一
二
、
九
掛
庁
一
、

O
一九

一
昭
和
一
一
十
八
年
度
二
三
O
図

、

七

澗

-

て

O
九
七

F

昭
和
ヰ
十
九
年
度
丘
三
四
三
、
一
車
廿
一
、
一
一
一
五

一
一
一
昭
和
三
十
年
度
一
三
五
九
、
五
お
光
一
、
二
八
三

三
一
バ
館
外
貸
出
冊
数
(
地
五
六
分
館
お
よ
車
貸
出
文
庫
)

班
万
六
分
館
お
よ
び
貸
出
文
慣
に
お
い
て
団
体
に
対
し
長
期
貸
出
を
行

っ
て
い
る
。
、
4
4
年同州

1

時
年
度
よ
り
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
見
た
。

年

度

貸

出

冊

数

(

冊

)

昭

和

二

十

七

年

度

六

て

二

八

O

三・
O
M
W

一0
・
七
%



自
然
科
学

産

業

語

学
児
童
図
書

コ
71
三
%

一
・
七
%

四
・
七
%

二
・
一
%

菌文芸工

護学術学

一
一
了
九
%

三
二
一
%

一
七
・
二
%

一
0
・
四
%

学

生

窒

一

約

三

、

千

冊

児

童

室

約

三

千

冊

開
架
図
書
の
利
用
は
非
常
に
多
く
、
本
館
に
お
け
る
成
人
の
利
用
冊
数

で
は
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
本
年
度
は
新
刊
書
展
示
棚
を
整
備

し
た
。

あ百加~え 六
つ七 H六本 、昭 、
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純数よ 11
増はる五 i を
で八増、} 乙

八
、
読
書
相
談
奉
仕

-
読
書
相
談
室
が
聞
か
れ
て
約
四
年
る
経
た
が
、
利
用
者
の
質
問
・
相
談

に
答
え
便
益
を
与
え
る
実
を
あ
げ
て
来
た
。
本
年
度
の
相
談
件
数
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

口

頭

一

一

、

六

八

九

電

話

一

一

、

五

五

六

郵

便

一

七

O

計

一

四

、

四

一

五

関

室

日

数

二

七

七

一

日

平

均

五

二

・

o

こ
の
業
務
を
充
実
す
る
た
め
に
、
京
都
府
下
の
関
係
各
機
関
と
の
連
絡

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
目
録
の
編
集
、
貴
重
図
書
・
特
殊
資
料
の

保
管
・
利
用
、
展
示
会
の
開
催
、
図
書
館
見
学
者
の
案
内
、
特
許
庁
発
行

の
公
報
類
の
整
備
な
ど
を
も
行
っ
て
い
る
。

-
岡
崎
本
館
で
は
大
閲
覧
室
お
よ
び
学
生
室
の
一
部
に
開
架
書
架
を
設
け

て
新
刊
書
・
基
本
図
書
・
雑
誌
を
お
き
、
児
童
室
に
完
全
開
架
制
を
行
っ

て
い
る
。

本
館
.
の
開
架
図
書
冊
数
は

大
関
覧
室

丸
、
特
許
庁
発
行
公
報
類
の
整
備

ー
現
代
産
業
界
の
重
要
資
料
で
あ
る
、
特
許
庁
発
行
の
「
特
許
」
「
実
用

新
案
」
「
商
標
」
「
意
匠
」
な
ど
の
公
報
類
の
寄
贈
は
昭
和
二
十
五
年
以

来
中
絶
し
て
い
た
。
当
館
は
先
年
来
特
許
庁
に
対
し
、
京
都
に
お
い
て
公

報
類
が
必
要
な
実
情
を
の
べ
寄
贈
復
活
を
求
め
た
が
、
本
年
四
月
こ
れ
が

認
可
さ
れ
二
十
五
年
以
後
の
分
が
送
附
さ
れ
た
。
送
附
冊
数
は
昭
和
二
十

五

l
二
十
九
年
分
二
千
二
百
余
冊
、
昭
和
三
十
年
分
五
百
六
十
余
冊
で
ゐ

る
。
こ
れ
を
分
類
別
に
仕
分
け
、
製
本
し
、
各
界
に
呼
び
か
け
て
利
用
に

努
め
て
い
る
。

七
、
開
架
図
書
の
利
用
状
況

十
、
児

重

室

約

万

冊

児
童
教
育
の
た
め
に
よ
い
読
書
環
境
を
作
る
ζ

と
は
き
わ
め
て
大
切
で

あ
る
。
当
館
の
児
童
室
は
京
都
で
少
い
こ
の
種
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。
本

、'~

今?線検
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用機ト

年
度
の
利
用
児
童
は
二
万
二
千
百
二
十
四
名
、
男
児
・
女
児
比
率
は
六
十

パ
ー
セ
ン
ト
と
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

附
近
の
児
童
か
ら
図
書
委
員
を
選
ん
で
児
童
室
運
営
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

分
館
は
、
地
域
内
の
公
民
館
・
婦
人
会
・
青
年
会
・
読
書
会
な
ど
の
諸
国

体
に
対
し
三
十
冊
乃
至
五
十
冊
を
期
間
一
ヶ
月
で
団
体
貸
出
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
本
年
よ
り
文
部
省
国
庫
補
助
金
〈
本
年
度
は
十
二
万
円
)
を

得
て
「
青
年
学
級
文
庫
」
を
購
入
し
、
地
方
六
分
館
お
よ
び
本
館
貸
出
文

庫
に
配
し
て
「
青
年
学
級
」
の
読
書
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

館

名

利

用

団

体

数

(

団

体

)

利

用

冊

数

(

冊

〉

峰

山

地

方

分

館

六

四

六

一

九

、

九

八

二

宮

津

地

方

分

館

四

九

八

一

七

、

九

五

一

綾

部

地

方

分

館

五

七

一

一

七

、

九

二

五

園

部

地

方

分

館

三

三

七

一

三

、

二

ハ

一

北

桑

地

方

分

館

三

八

四

一

て

六

三

五

木

津

地

方

分

館

六

O
四

一

二

、

六

八

一

計

三

、

O
四
O

九
三
、
三
三
五

十

一

、

分

館

ω
伏
見
分
館
〈
昭
和
二
十
五
年
二
月
開
設
)

伏
見
地
区
は
岡
崎
本
館
か
ら
約
八
粁
は
な
れ
、
分
館
の
必
要
性
が
明
瞭

で
あ
る
。
と
の
分
館
は
は
じ
め
他
の
建
物
の
一
部
を
借
り
て
発
足
し
た

が
、
地
元
か
ら
土
地
・
備
品
の
寄
附
が
あ
り
約
四
百
五
十
万
円
の
府
費
支

出
を
得
て
、
昨
年
七
月
約
百
坪
(
う
ち
閲
覧
室
六
十
四
坪
)
の
新
館
舎
が

落
成
し
た
。
新
館
の
快
適
さ
に
よ
っ
て
、
本
年
度
の
利
用
者
は
約
六
万
三

千
名
と
昨
年
度
よ
り
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
示
し
た
。
将
来
洛
南
地

区
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
愛
用
さ
れ
る
白
が
期
待
さ
れ
る
。

ω
向
原
町
分
館
(
昭
和
二
十
四
年
六
月
開
設
〉

京
都
市
の
繁
華
街
河
原
町
通
に
面
す
る
丸
善
京
都
支
庖
の
地
階
約
三
十

坪
を
借
り
て
い
る
。
新
刊
の
小
説
・
随
筆
・
新
聞
・
雑
誌
を
本
位
と
し
て

完
全
開
架
制
を
と
り
、
「
市
民
の
楽
し
い
読
書
室
L

を
目
ざ
し
た
巽
色
あ

る
分
館
で
あ
る
。
常
に
満
員
の
盛
況
で
本
年
度
利
用
者
は
四
万
人
に
余

り
、
学
生
以
外
の
一
般
人
が
六
十

J

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
な
ど
開
設
の
目

的
が
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。

間
上
京
分
館
(
昭
和
二
十
六
年
四
月
開
設
)

京
都
市
北
部
地
区
も
岡
崎
本
館
か
ら
遠
く
、
乙
乙
に
上
京
分
館
が
設
置

さ
れ
活
動
し
て
来
た
。
最
近
、
こ
れ
ま
で
借
用
し
て
い
た
紫
郊
会
館
の
都

合
に
よ
り
移
転
の
必
要
が
生
じ
た
。

ζ

の
際
、
分
館
の
充
実
を
期
し
て
種

々
検
討
し
た
結
果
、
北
区
・
右
京
区
・
上
京
区
か
ら
の
交
通
に
便
利
な
北

区
等
持
院
東
町
に
適
当
な
所
を
見
出
だ
し
た
。
新
館
舎
は
建
物
約
六
十
五

坪
、
座
席
約
八
十
で
四
月
下
旬
ご
ろ
に
移
転
・
開
館
の
予
定
で
あ
る
。

ω
地
方
分
館

昭
和
二
十
五
年
に
峰
山
・
宮
津
・
綾
部
三
館
、
次
で
同
二
十
七
年
花
園

部
・
北
桑
・
木
津
三
館
が
開
設
さ
れ
現
在
六
館
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
地
方

十
二
、
貸
出
文
庫
(
本
館
附
属
)

'
本
館
内
に
あ
り
、
主
と
し
て
京
都
市
内
お
よ
び
近
郊
の
司
体
に
対
す
る

貸
討
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
に
お
け
る
利
用
団
体
数
は
百
七
十
八
団

体
、
利
用
冊
数
は
六
千
七
百
七
十
八
冊
で
あ
る
。

十

三

、

印

刷

物

本
年
度
の
主
な
印
刷
物
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
京
都
府
立
図
書
館
要
覧
」
当
館
が
各
方
面
で
、
府
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

に
努
力
し
て
い
る
姿
を
紹
介
し
た
も
の

G

コ
京
都
府
立
図
書
館
本
館
の
移
転
a

改
築
試
案
」
岡
崎
本
館
の
利
用
状

祝
か
ら
見
て
そ
の
改
築
が
切
実
で
あ
る
事
情
、
お
よ
び
そ
の
機
会
に
市
内

中
心
部
へ
移
転
し
て
よ
り
便
利
な
充
実
し
た
図
書
館
を
建
設
し
た
い
構
想

を
の
べ
た
も
の
。

十

四

、

経

費

本
年
度
諸
経
費
は
約
一
千
六
百
二
十
二
万
円
で
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ

ず

Q

O

人

件

費

約

一

、

二

O
六
万
円
(
七
四
・
三
%
)

図

書

館

資

料

費

約

二

四

六

万

円

(

一

五

・

二

%

)

ヘ

図

書

約

一

六

六

万

円

J

F

定

期

刊

行

物

約

八

O
万
円
、

そ

の

他

諸

経

費

約

一

七

υ万
円
(
一

0
・
五
%
)

な
お
本
年
度
末
に
お
け
る
館
員
数
は
、
主
事
二
十
五
名
、
主
事
補
二
十

名
、
傭
人
一
名
、
臨
時
職
員
七
名
・
計
五
十
三
名
で
あ
る
。


